
吉賀町の人口・世帯数
（平成 29 年 11 月 1 日現在）
 人　口　6,334 人　（+ 6）
 　男　　3,006 人　（+11）
 　女　　3,328 人　（- 5）
 世帯数　3,190 世帯(+ 3）

（　）内は前月との比較　

よしか広報

２０１７年（平成２９年）
１２月号・№１４６

雪化粧　安蔵寺山
平成29年 1月 26 日撮影

冬季到来　早めの準備を
関連ページ（８～９ページ）
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雇
用
情
勢
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫

し
、
人
材
確
保
の
難

し
さ
が
言
わ
れ
る
昨

今
。

　

数
少
な
い
貴
重
な

人
材
を
採
用
し
、
戦

力
と
し
て
確
実
に
育

成
さ
せ
る
こ
と
が
、

企
業
の
成
長
に
必
要

不
可
欠
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
企
画
で
は
、

人
材
を
積
極
的
に
採

用
し
・
育
成
し
て
い

る
町
内
事
業
所
で
働

く
「
若
手
社
員
」
を

紹
介
し
ま
す
。

こ
の
町
で
働
く

特　集

吉
賀
町
人
材
確
保
・
定
着
推
進
協
議
会

地
元
で
輝
く
若
手
社
員
紹
介
事
業

　

第
２
回　

～
ヨ
シ
ワ
工
業
株
式
会
社
～

　

鉄
の
材
料
を
溶
か
す
溶
解
工
程
に
お

い
て
、
鋳
型
に
流
し
込
む
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
業
務
内
容
は

　

自
動
車
は
安
心
安
全
に
乗
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
、
部
品
の
生
産
段
階

か
ら
１
つ
１
つ
正
確
に
作
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
責
任
感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
が
作
っ
た
部
品
を
装
着
し

た
車
が
世
界
中
を
走
っ
て
い
る
こ
と
が

誇
り
で
あ
り
、
み
ん
な
一
丸
と
な
っ
て

生
産
ラ
イ
ン
を
ま
わ
し
て
１
つ
の
部
品

を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
に
、
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。

こ
の
仕
事
へ
の
誇
り
と

　
　
　
　
　
　

や
り
が
い

ＰＲＯＦＩＬＥ

長崎県出身／現在２５歳／吉賀

高等学校卒業／２０１１年に入

社／初見工場鋳造部に勤務

ヨシワ工業株式会社

赤
あかばえ

波江　裕
ゆうすけ

輔さん

　

現
在
は
、
自
分
の
工
程
の
全
て
が

こ
な
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

隅
々
ま
で
完
璧
に
で
き
る
よ
う
に
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
の
目
標

地
元
の
企
業
で
働
い
て
、

　
　
　

地
元
に
貢
献
し
た
い
！
！

　

高
校
の
時
か
ら
地
元
企
業
に
就
職
し

て
、
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
自
動
車
が
好

き
な
の
で
、
自
動
車
に
携
わ
る
仕
事
が

し
た
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ヨ
シ
ワ
工

業
株
式
会
社
に
入
社
す
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。

吉
賀
町
が
一
番
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吉
賀
町
人
材
確
保
・
定
着
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

事
務
局
（
役
場
企
画
課
内
）

　
　

☎
０
８
５
６-

７
７-

１
４
３
７

http://www.yoshiwa.co.jp

■本社

〒７３６－００５６広島県安芸郡海田町明神町１番４８号

■町内工場

（六日市工場）島根県鹿足郡吉賀町七日市６４７

（初見工場）　島根県鹿足郡吉賀町田野原１０３６番地１

■概要

マツダ車などの自動車部品を鋳物により製造

従業員２２０名が働いている。（平成 29 年 11 月 1 日現在）

■事業内容

鋳鉄自動車部品（ディスクプレートなど）の製造

■求人などに関しては

ＴＥＬ　０８５６－７７－１４６０（初見工場）

ヨシワ工業株式会社

ＰＲＯＦＩＬＥ

島根県吉賀町出身／現在２５歳／

吉賀高等学校卒業／２０１１年に

入社／初見工場鋳造部に勤務し、

溶解工程において、鉄の材料を溶

かし鋳型に流し込む業務に従事

ヨシワ工業株式会社

房
ふさざき

﨑　広
ひろし

さん

　

当
社
で
製
造
し
て
い
る
デ
ィ
ス
ク
プ

レ
ー
ト
や
ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
パ
ー
な
ど

は
、
自
動
車
の
中
で
も
大
事
な
部
分
で

あ
る
足
回
り
の
部
品
な
の
で
、
良
い
も

の
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

「
や
り
が
い
や
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」

を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
へ
の
や
り
が
い

　

入
社
当
時
は
、
工
場
内
の
熱
さ
に
慣

れ
る
の
が
大
変
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先

輩
方
が
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
る
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
る
の

で
、
職
場
の
雰
囲
気
は
と
て
も
良
い
で

す
。
今
で
は
、
製
品
の
品
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

職
場
の
雰
囲
気
は

　
　
　
　
　

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
!!

　

こ
の
会
社
に
は
、
も
の
づ
く
り
の
技

術
を
持
っ
た
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
が
多

い
の
で
、
見
習
っ
て
技
術
を
習
得
し
て

い
き
、
仕
事
を
全
て
網
羅
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

今
後
の
目
標

も
の
づ
く
り
が
好
き
で
す
！
！
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子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぴ
よ
ぴ
よ
便
り

る
自
分
自
身
の
健
康
問
題
に
関
し
て
は
、

身
体
的
疲
労
感
は
８
割
強
、
乳
房
の
問
題

は
７
割
、
精
神
的
疲
労
は
半
数
近
く
あ
り
、

育
児
疲
労
や
授
乳
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

母
親
が
多
く
、
休
息
を
期
待
し
て
い
る
声

が
多
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
床
上
げ
１
０
０
日
と
い
う
よ
う

に
、
出
産
後
３
～
４
ヶ
月
ま
で
は
、
母
親

の
身
体
の
回
復
は
も
ち
ろ
ん
、
産
ま
れ
た

ば
か
り
の
子
ど
も
の
育
児
や
授
乳
、
発
育

等
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
に
も
た
く
さ
ん

の
時
間
を
費
や
し
、
産
後
の
お
母
さ
ん
に

か
か
る
負
担
も
大
き
い
の
で
す
。

　

最
近
で
は
、
家
電
や
車
等
、
文
明
の
進

歩
に
よ
り
、
昔
ほ
ど
の
重
労
働
な
仕
事
が

な
く
な
っ
た
の
で
、
産
後
１
ヵ
月
以
降
は

徐
々
に
普
段
の
生
活
に
戻
る
よ
う
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
産
後
３
～
４
ヶ
月

ま
で
は
、
多
く
の
母
親
が
よ
り
十
分
な
支

援
・
休
息
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

産
後
は
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ

や
す
く
、
出
産
時
に
開
い
た
骨
盤
が
元
の

　

内
閣
府
は
２
０
１
３
年
６
月
に
「
少
子

化
危
機
突
破
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
を
決

定
し
、
産
後
３
～
４
ヶ
月
ま
で
の
母
子
に

対
し
て
早
期
に
必
要
な
支
援
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
産
後
ケ
ア
」
の
強

化
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
産
後
ケ
ア
と
は
病

院
等
の
出
産
退
院
後
、
家
族
か
ら
の
支
援

が
受
け
ら
れ
ず
、
支
援
を
要
す
る
母
子

に
一
定
期
間
の
デ
イ
ケ
ア
・
宿
泊
ケ
ア

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
提
供
で
心
身
の

不
安
定
に
な
り
が
ち
な
産
後
の
子
育
て
支

援
を
図
り
、
産
後
に
起
こ
る
身
体
ト
ラ
ブ

ル
の
回
復
、
子
育
て
情
報
の
提
供
や
育
児

技
術
の
伝
達
、
児
の
成
長
発
達
に
応
じ
た

世
話
に
つ
い
て
の
伝
達
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
な
ど
を
通
し
て
育
児
不
安
の
早
期
解
消

を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
お
隣
の
益
田
市
で
も
、
産
後
ケ

ア
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ち
早
く

産
後
ケ
ア
を
取
り
入
れ
た
、
東
京
都
世
田

谷
区
で
、
産
後
ケ
ア
を
利
用
さ
れ
た
母
親

た
ち
に
実
際
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
母
親

が
実
際
に
相
談
し
た
児
の
健
康
問
題
に
つ

い
て
は
、
湿
疹
が
３
分
の
１
の
児
に
、
栄

養
問
題
が
４
分
の
１
の
児
に
見
ら
れ
、
泣

き
と
寝
つ
き
を
合
わ
せ
た
も
の
が
４
分
の

１
の
児
に
み
ら
れ
ま
し
た
。
母
親
が
感
じ

児
童
憲
章
を
読
む

　

先
月
号
で
児
童
憲
章
の
第
四
条
か
ら
第

六
条
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
す
べ
て

の
児
童
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任

も
っ
て
自
主
的
に
仕
事
を
し
、
自
然
が
好

き
で
科
学
も
芸
術
に
も
長
け
、
倫
理
感
や

道
徳
感
を
持
っ
た
人
に
な
る
よ
う
に
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
児
童
憲
章
の
第
七
条
か
ら
第

九
条
で
す
。
七
条
か
ら
九
条
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
社
会
の
一
員
に
な
る
た
め
に
必

要
な
項
目
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
、
い
き
な
り
社
会
に
放
り
出
さ

れ
る
の
で
は
無
く
、
職
業
の
指
導
を
受
け

る
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
児
童

労
働
に
よ
っ
て
心
身
の
発
育
や
教
育
の
機

会
や
健
や
か
な
生
活
が
阻
害
さ
れ
て
は
な

ら
ず
、
児
童
は
良
い
遊
び
場
と
文
化
財
が

用
意
さ
れ
、
悪
い
環
境
か
ら
守
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

粗
悪
な
言
葉
を
投
げ
か
け
、
大
人
の
都
合

で
労
働
を
強
い
、
子
ど
も
だ
か
ら
と
適
当

に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
児
童
が
粗
暴

な
大
人
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま

す
。
丁
寧
な
言
葉
づ
か
い
、
健
や
か
な
生

活
態
度
か
ら
、
楽
し
い
笑
顔
の
町
づ
く
り

は
始
ま
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

全
て
の
児
童
に
よ
い
遊
び
場
が
用
意
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
吉
賀
町
で
は
公
園
や
小

学
校
の
校
庭
開
放
、
保
育
所
の
園
庭
開
放

状
態
に
戻
る
前
に

母
親
が
無
理
す
る

こ
と
で
、
そ
の
後

の
心
身
に
か
か
る

負
担
が
増
え
、
更

年
期
の
症
状
が
強

く
な
る
こ
と
も
あ

り
、
老
後
の
婦
人

科
病
の
原
因
に
な

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

床
上
げ
１
０
０
日
、
わ
が
子
の
１
０
０
日

の
お
祝
い
ま
で
は
、
ど
う
か
、
産
後
の
マ
マ

た
ち
、
無
理
は
な
さ
ら
ず
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
ぴ
よ
ぴ
よ
で
も
産
後
の
育
児
・
母
乳
相

談
等
、
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

産
後
ケ
ア

を
行
っ
て
い

ま
す
。
各
施

設
の
決
ま
り

に
従
っ
て
楽

し
く
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

写
真
は
、
七

光
保
育
所
の

園
庭
で
す
。
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吉
賀
町
子
ど
も
・

　

子
育
て
支
援
事
業
の
ご
紹
介

　

今
日
は
少
し
堅
い
お
話
に
な
り
ま
す

が
、
『
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ぴ
よ
ぴ
よ
』
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

始
め
に
『
ぴ
よ
ぴ
よ
』
は
、
内
閣
府
が

行
っ
て
い
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
よ
り
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
制
度
の
基
礎
構
造
は
、
全
世
代

型
社
会
保
障
制
度
の
実
現
を
目
指
し
て
お

り
、
①
待
機
児
童
解
消
②
幼
保
一
体
化
の

実
現
③
幼
児
期
の
教
育
の
振
興
④
全
世
代

型
社
会
保
障
を
実
現
す
る
た
め
に
計
画
さ

れ
た
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
吉
賀
町
で
今
後
も
進
め
ら
れ
て

い
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
は
、

①
利
用
者
支
援
事
業
②
延
長
保
育
事
業
③

実
費
徴
収
に
係
る
補
足
給
付
を
行
う
事
業

④
多
様
な
事
業
者
の
参
入
促
進
・
能
力
活

用
事
業
⑤
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
⑥

子
育
て
短
期
支
援
事
業
⑦
乳
児
家
庭
全
戸

訪
問
事
業
⑧
養
育
支
援
訪
問
事
業
・
子
ど

も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
強
化

事
業
⑨
一
時
預
か
り
事
業
⑩
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
事
業
⑪
病
児
保
育
事
業
⑫
子
育

て
援
助
活
動
支
援
事
業
⑬
妊
婦
健
康
診
査

の
13
種
の
事
業
で
、
『
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
よ
ぴ
よ
』
は
、
①
の
利

用
者
支
援
事
業
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

(1)
保
育
所
一
時
預
か
り

○
ご
利
用
の
理
由-

保
護
者
の
冠
婚
葬

祭
、
通
院
や
入
院
、
仕
事
、
学
習
、
免
許
、

資
格
取
得
、
育
児
に
伴
う
心
的
肉
体
的
負

担
を
解
消
し
た
い
時
や
、
保
育
所
入
所
予

定
の
子
ど
も
が
保
育
所
の
楽
し
さ
に
慣
れ

て
欲
し
い
時
な
ど
、
保
護
者
の
子
育
て
支

援
と
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
行
い
ま
す
。

○
ご
利
用
対
象-

吉
賀
町
内
に
住
所
が
あ

る
就
学
前
の
お
子
様
（
無
料
）
と
町
外
に

住
所
が
あ
る
就
学
前
の
お
子
様
（
有
料
）
。

○
ご
利
用
方
法-

ま
ず
は
、
ご
希
望
の
保

育
所
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー

の
有
無
な
ど
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
そ
の

後
直
接
保
育
所
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
毎
月
12
日
以
内
の

日
数
で
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

○
費
用-

町
内
の
方
は
無
料
、
町
外
の
方

は
一
日
１
，
０
０
０
円
、
半
日
５
０
０
円
、

給
食
費
３
０
０
円
に
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

子育て世代包括支援センター
ぴよぴよ便り

④
子
育
て
の
お
手
伝
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　

頼
み
た
い

『
ぴ
よ
ぴ
よ
』
は
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い

た
母
子
保
健
事
業
が
更
に
手
厚
く
行
わ
れ

る
こ
と
に
加
え
、「
利
用
者
支
援
」
と
「
地

域
連
携
」
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

利
用
者
支
援
は
、
子
育
て
支
援
事
業
を

利
用
く
だ
さ
る
皆
様
に
寄
り
添
っ
て
一
緒

に
あ
ゆ
み
な
が
ら
「
利
用
者
を
支
援
」
す

る
こ
と
で
あ
り
、
公
的
、
私
的
に
係
わ
ら

ず
子
育
て
に
関
す
る
お
仕
事
に
携
わ
る
皆

様
と
手
を
取
り
合
っ
て
子
育
て
し
や
す
い

地
域
と
な
る
よ
う
に
、
「
地
域
の
連
携
」

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

『
ぴ
よ
ぴ
よ
』
は
、
子
育
て
中
の
保
護

者
の
皆
様
だ
け
に
未
来
を
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、
明
日
を
担
う
子
ど
も
達
の
健

や
か
な
成
長
を
願
う
全
て
の
世
代
の
方
々

と
手
を
取
り
合
っ
て
、
健
康
で
思
い
や
り

に
あ
ふ
れ
た
人
づ
く
り
、
子
育
て
し
や
す

い
日
本
一
の
町
づ
く
り
を
お
手
伝
い
い
た

し
ま
す
。

○
ご
利
用
日-

保
育

所
の
休
業
日
以
外

○
ご
利
用
時
間-

保

育
所
開
設
時
間
内
で

お
預
か
り
い
た
し
ま

す
。

(2)
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー

○
ご
利
用
の
理
由-

妊
娠
中
の
女
性
に
療

養
の
必
要
が
あ
る
場
合
や
、
児
童
の
養
育

を
行
っ
て
い
る
方
が
疾
病
や
体
調
不
良
等

で
継
続
的
に
助
け
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

で
、
昼
間
に
援
助
す
る
人
が
い
な
い
時
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
ご
利
用
対
象-

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
受
け

よ
う
と
す
る
年
度
の
初
日
に
お
い
て
中
学

校
３
年
生
ま
で
の
児
童
の
養
育
を
行
っ
て

お
ら
れ
る
方
。

○
ご
利
用
方
法-

保
健
福
祉
課
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
サ
ー
ビ
ス
内
容-

【
家
事
援
助
】
食
事
の
準
備
及
び
後
片
付

け
、
衣
類
の
洗
濯
等
、
居
室
等
の
掃
除
及

び
整
理
整
頓
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
（
近

隣
に
限
る
）
等

【
育
児
援
助
】
授
乳
の
手
伝
い
、
オ
ム
ツ

の
交
換
、
沐
浴
介
助
等

【
相
談
援
助
】
生
活
及
び
育
児
に
関
す
る

相
談
援
助
、
そ
の
他
必
要
な
相
談
援
助

○
サ
ー
ビ
ス
で
き
な
い
こ
と-

大
掃
除
、

樹
木
の
剪
定
、
草
取
り
、
ペ
ッ
ト
の
散
歩
、

来
訪
者
へ
の
接
待
等
の
日
常
生
活
を
営
む

上
で
必
要
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
や
、
母

親
等
の
身
体
介
助
に
関
す
る
こ
と
、
留
守

宅
又
は
児
童
の
み
の
家
庭
へ
の
訪
問
、
預

貯
金
の
出
し
入
れ
又
は
預
け
入
れ

　

さ
て
今

月
も
、
吉

賀
町
で
行

わ
れ
て
い

る
子
育
て

支
援
に
つ

い
て
ご
紹

介
い
た
し

ま
す
。
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(3)
病
後
児
保
育

○
ご
利
用
の
理
由-

お
子
様
が
病
気
回
復

期
で
、
家
庭
で
の
保
育
も
、
通
っ
て
い
る

保
育
所
で
の
保
育
も
困
難
な
と
き
に
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
保
護
者
の
子
育

て
と
就
労
の
両
立
支
援
と
、
子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
行
う
保
育
で

す
。

○
ご
利
用
対
象-

吉
賀
町
内
に
住
所
が
あ

る
就
学
前
の
お
子
様
ま
た
は
吉
賀
町
内
の

保
育
所
や
町
内
の
小
学
校
（
３
年
生
ま
で
）

に
通
っ
て
お
ら
れ
る
お
子
様
。

○
ご
利
用
方
法

①
病
気
の
お
子
様
を
知
ら
な
い
と
こ
ろ
、

知
ら
な
い
人
に
預
け
る
の
は
と
て
も
不
安

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
利
用
を
お
考

え
の
方
は
、
早
め
に
ご
登
録
を
行
い
六
日

市
保
育
所
、
七
光
保
育
所
で
事
前
見
学
（
病

後
児
利
用
時
は
不
可
）
や
事
前
説
明
を
お

受
け
に
な
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

事
前
登
録
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
、
町
内

保
育
所
、
町
内
各
小
学
校
、
町
内
医
療
機

関
ま
た
は
病
後
児
保
育
室
で
も
お
手
続
き

可
能
で
す
。
（
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、

申
し
込
み
時
に
事
前
登
録
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
）

　
　
　
　
　

↓

②
お
子
様
が
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
医
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

急
性
時
は
ご
自
宅
で
の
看
病
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

③
回
復
期
に
入
っ
た
ら
、
六
日
市
保
育
所

（
７
７-

０
１
３
２
）
ま
た
は
七
光
保
育

所
（
７
８-

０
３
１
０
）
で
前
日
ま
で
に

病
後
児
保
育
を
予
約
し
、
指
示
に
従
っ
て

利
用
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

④
お
荷
物
等
の
忘
れ
物
が
な
い
よ
う
に
、

ご
予
約
な
さ
っ
た
病
後
児
保
育
室
に
入
室

し
て
く
だ
さ
い
。

○
費
用-

一
日
に
つ
き
、
１
，
５
０
０
円

（
給
食
・
お
や
つ
代
を
含
む
）
で
す
。
た

だ
し
、
各
園
の
在
園
児
は
１
，
２
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

○
ご
利
用
日-

祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除

く
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
。

○
ご
利
用
時
間-
午
前
８
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で

に
こ
に
こ
笑
顔
の
子
育
て

　

子
ど
も
を
育
て
て
い
る
時
は
、
誰
も
が

忙
し
く
、
誰
も
が
あ
わ
た
だ
し
く
、
誰
も

が
子
育
て
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
が
嬉
し
く
て
、
子
育
て

日
記
を
つ
け
た
り
写
真
を
撮
影
し
た
り
。

そ
れ
と
同
時
に
、
ど
う
し
た
ら
素
直
で
よ

い
子
に
育
つ
の
か
な
？
ど
う
し
た
ら
元
気

で
生
き
生
き
し
た
子
に
育
つ
の
か
な
？
ど

う
し
た
ら
ス
ポ
ー
ツ
も
お
勉
強
も
出
来
る

子
に
育
つ
の
か
な
？
と
考
え
て
。
あ
る
時

は
子
ど
も
の
反
抗
に
び
っ
く
り
し
た
り
、

あ
る
時
は
進
路
で
悩
ん
だ
り
。

　

そ
れ
で
も
子
ど
も
が
い
る
生
活
は
、
人

生
の
中
で
一
番
輝
い
て
い
る
生
活
だ
と
後

に
な
っ
て
わ
か
る
も
の
で
す
。
成
人
し
た

我
が
子
か
ら
「
お
母
さ
ん
、
こ
ん
な
風
に

育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
、
言
わ

れ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
子
育
て
の

苦
労
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

『
ぴ
よ
ぴ
よ
』
の
子
育
て
は
、
に
こ
に

こ
笑
顔
の
子
育
て
。
ゆ
っ
た
り
、
ゆ
っ
く

り
、
に
っ
こ
り
と
。
一
歩
一
歩
子
ど
も
と

育
て
る
皆
様
と
、
ゆ
っ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
、

に
っ
こ
り
し
な
が
ら
歩
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ぴ
よ
ぴ
よ
の
電
話
番
号
は
、
７
７-

１
１
６
５
。
場
所
は
役
場
六
日
市
庁
舎
の

保
健
福
祉
課
の
中
に
あ
り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
ご
一
緒
に
ゆ
っ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
、

に
っ
こ
り
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

保
育
士
看
護
師
登
録

電
話
：
７
７-

１
１
６
５
（
ぴ
よ
ぴ
よ
・

保
健
福
祉
課
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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消費者コーナー

●自宅で物品を買い取ってもらう訪問購入では、購

入業者は突然訪問して勧誘することはできません。

このような行為を行う購入業者を家に入れないよう

にしましょう。 

●購入業者は、前もって電話等で連絡した場合でも、

消費者が事前に承諾した買い取り対象以外の物品に

ついて売却を求めることはできません。「貴金属は

ないか」などと当初とは違う物品の売却を突然求め

られたときは、きっぱりと断りましょう。 

●訪問購入はクーリング・オフが出来ます（法律で

定められた書面を受け取った日を含めて 8 日間）。

この期間内は購入業者に物品を引き渡さないことも

できるので、物品を渡さないことがトラブルを防ぐ

一つの方法となります。 

●困ったときは、お住まいの自治体の消費生活セ

ンター等にご相談ください（消費者ホットライン

188）。
県消費者センター 0852-32-5916

石見地区相談室　0856-23-3657

役場税務住民課 　　　77-1113 発行：独立行政法人国民生活センター

本文イラスト：黒崎玄

宝くじの助成金で整備しました

　一般財団法人自治総合センターでは、全国自治宝くじの受託事業収入を財源として、住民の行うコミュ

ニティ活動を推進し、その健全な発展を図るとともに宝くじの社会貢献広報に資するため、コミュニティ

助成事業を実施しています。

　平成２９年度は、下須自治会が音響機器やエアコン、健康用具等の

整備を行いました。夏祭りや高齢者サロン等の事業実施において、備

品の経年劣化や借用の負担が課題となっていましたが、安心して事業

を実施できるようになり、参加意欲の向上にも繋がりました。

　下須自治会では、これを機に、更なる地域づくり活動に取組んでい

きたいと考えています。

スピーカー等の様々な音響機器を整備 敬老祝賀会では整備した備品を使用
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除雪についてお願い

　吉賀町、島根県では冬期における道路交通の安全を確保するため、町内の町道及び国、県道約

２００㎞について、除雪を行なうことにしています。

　道路上への私物の放置、路上駐車及び道路上へ覆い被さるように茂っている立竹木は、除雪作業の

支障となりますので事前に撤去、移動等お願いします。除雪により道路管理上、支障となる立竹木に

ついては、除雪作業の際に伐採、処分させていただくことがありますので、予めご了承下さい。

　道路の凍結の恐れがある箇所については、凍結防止剤を配置しています。お近くの各家庭において

散布していただきますようお願いします。

　凍結防止剤のなくなったところや、新に設置してほしい箇所については、連絡をしていただければ

配置します。除雪作業についてのお問い合わせは、混乱を避けるため各自治会長を通じて取りまとめ、

連絡をお願いします。除雪作業後は、民家前にも堆雪しますのでご迷惑をおかけすることが多いかと

思いますが、除雪の主旨をご理解いただき、除雪作業が円滑に行なえるようご理解、ご協力をお願い

します。

規制期間　　平成２９年１２月１５日　　８ ： ００から

　　　　　　　　平成３０年　３月１５日　１７ ： ００まで （終日）　

津和野土木事業所管内　冬期通行不能箇所図

冬期通行不能区間

町道は、役場建設水道課　☎７９－２２１２

国道・県道は、島根県津和野土木事業所　維持係　☎７２－０５３２

問い合わせ先

芦
谷
口
橋
付
近

郡
界

県道　匹見左鐙線

Ｌ＝５．１km

県　

境

小
中
河
内
橋
付
近

県道　柿木山口線

Ｌ＝４．１km

県道　柿木津和野停車場線

　　　Ｌ＝４．０km
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水道管の凍結にご注意！

　凍結による水道管や器具の破損が心配な季節となりました。毎年のことながら水道管の凍結防

止についてお伝えします。

　むき出しになっている水道管は、保温材や電気ヒーターを巻きつけて保温を行うことが有効で

す。水を少しずつ出しておくことも一般的に行われていますが、これは水道施設の容量を圧迫す

る要因の 1つともなりますので、水を出しておく場合には適量を守ってください。

凍結防止対策について

吉賀町役場建設水道課　☎　０８５６－７９－２２１２

問い合わせ先

　町指定水道工事業者に修理を依頼してください。（修理は有料となります。）修理をしないで放っ

ておくと、使っていない水にお金を支払わなければいけないということになりますので、まずは

修理をしましょう。

　漏水によって使用料金が通常より過大となった場合は、その一部を減額する制度があります。

もし漏水が発生してしまったら

　漏水の有無は次の手順で水道メーターを点検することにより確

認できます。

①家中の全ての水道を閉める

②水道メーターのパイロット（銀色のこま）が回転していないか

　確認する。

　パイロットが回転していれば、漏水している可能性があります。

指定水道工事業者に連絡して修理等を依頼してください。

家庭でできる漏水検査

　冬季に空き家で漏水が発生し、水道施設の容量を圧迫した結果、断水になったケースがあります。

空き家を所持・管理されている方は、メーター横のバルブを閉めて漏水対策をお願いします。

空き家について
このこまが回っていますか？

水道管凍結　【集会所、自治会館、公民館も注意！】

●空き家住宅

●集会所

●自治会館

●公民館

●農業倉庫

●車庫・離れ家屋

●ビニールハウス・農業施設　等

普段不在（人がいない）施設は特に注意！

吉賀町役場企画課　☎　０８５６－７７－１４３７

問い合わせ先

●地区の施設は見回りをお願いします。

●給湯器等の室外の水抜きも忘れずに。

●近隣に空き家があり、所有されている方

　が分かる場合は連絡を取り合い、趣旨に

　ご協力頂けますようお願いいたします。

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
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お知らせ

選挙結果報告

　平成２９年１０月２２日開票が行われた吉賀町議会議員一般選挙の結果報告です。

選挙の種類 鹿足郡　吉賀町議会議員一般選挙

選挙すべき人員　１２人 選挙区　全町一区
選挙の期日

平成２９年１０月２２日

選挙すべき理由　任期満了による
選挙の期日の告示日

平成２９年１０月１７日

男女別
選挙当日の

有権者数
投票者数 棄権者数

投票率

（％）
有効投票数 無効投票数

無効投票率

（％）

男 2,533 2,038 495 80.46 

女 2,850 2,282 568 80.07 

計 5,383 4,320 1,063 80.25 4,245 75 1.74 

当選

の別

（ふりがな）

候補者氏名
性別 年齢

得票数

備考

無所属 日本共産党

当選 安
やすなが

永　友
ともゆき

行 男 ６９ ４７６

当選 河
かわむら

村　由
ゆ み こ

美子 女 ７１ ４７５．０７１

当選 三
みうら

浦　浩
ひろあき

明 男 ５６ ４２２

当選 庭
にわた

田　英
ひであき

明 男 ７０ ４０６

当選 河
かわむら

村　隆
たかゆき

行 男 ６５ ３６７．９２８

当選 藤
ふじます

升　正
まさお

夫 男 ６０ ３４５

当選 桑
くわばら

原　三
さんぺい

平 男 ６５ ３４３

当選 中
なかた

田　元
はじめ

男 ６７ ３２２

当選 櫻
さくらした

下　善
よしひろ

博 男 ６２ ２８１

当選 大
おおば

庭　澄
すみと

人 男 ６９ ２４６

当選 松
まつかげ

　茂
しげる

男 ７７ １８９

当選 大
おおたわ

多和　安
やすかず

一 男 ６６ １８７

次点 藤
ふじわら

原　勝
かつひこ

彦 男 ６９ １８５
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お知らせ

法定雇用率引き上げ

平成３０年４月１日から

事業主区分

障がい者の法定雇用率

現行
平成３０年４月１日以降

（経過措置）

平成３３年４月までに

本来の率へ

民間企業
２．０％

（５０人以上）

２．２％

（４５．５人以上）

２．３％

（４３．５人以上）

国・地方公共団体等
２．３％

（４３．５人以上）

２．５％

（４０人以上）

２．６％

（３８．５人以上）

都道府県等の教育委員会
２．２％

（４５．５人以上）

２．３％

（４３．５人以上）

２．５％

（４０人以上）

障がい者の法定雇用率が引き上げになります。
　障がい者がごく普通に地域で暮らし、地域の一員として共に生活できる「共生社会」実現の理念の

下、すべての事業主には、法定雇用率以上の割合で障がい者を雇用する義務があります。

　平成３０年４月から精神障がい者の雇用が義務化され、障がい者法定雇用率の算定基礎に精神障が

い者を加えることに伴い、障がい者法定雇用率の引き上げが行われ、以下の表のとおり変わります。

➡ ➡

※下段（　）は雇用義務対象となる企業・機関の従業員数

ハローワーク益田　　　　　　　　　☎０８５６－２２－８６０９

島根県労働局職業安定部職業対策課　☎０８５２－２０－７０２２

問い合わせ先

対象となる事業主の範囲が広がります

▶従業員４５．５人以上５０人未満の民間企業事業主の皆さまは特にご注意ください。

吉賀町消防団人事

【任命】　平成２９年１０月１日付け

　　吉賀町消防団

　　　　　団長　　三浦　俊光

任期　２年 (平成２９年１０月１日

　　　　　　　　　　　　　～平成３１年９月３０日 )

　任期満了に伴い、吉賀町消防団より推薦を受けた三浦

団長に中谷町長より辞令が交付されました。
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問い合わせ先

吉賀町役場　産業課鳥獣対策専門員　☎　７９－２２１３

お知らせ

よしか鳥獣だより④

　世界にはいろいろなサルがいますが、青森県の下北半島に生息するニホンザルが最も寒い地域に住

んでいます。オナガザル科の動物ですが、日本のサルのしっぽは短いですね。吉賀町では各地でサル

の被害が出ています。ずっと同じところで居座るわけではなく、行動圏の中を食べ物を求めて歩き回っ

ています。以前、集落の方が田んぼに野菜くずをまいた後、10 秒したらカラスが飛んできて、１０

分後にサルが群れていたことがあります。人にとってはなんでもない行動ですが、野生動物は山の中

から人のことをしっかり観察していると感じた瞬間でした。

ニホンザル（オナガザル科）

英名：Japanese monkey

旬な野菜大好き 昼行性

メスは群れる 雑食性

○植物性の雑食性。新芽や若葉、どんぐり、昆虫など。

○目や耳などの感覚はほぼ人並み。

○数ｍｍのへこみがあれば壁を登り、2.5 ｍほどの幅ならば飛び越えます。

○６歳から出産可能。２～３年ごとに１頭の子どもを産みます

○１０数頭～ 100 頭を超える群れで過ごします。

○メスは産まれた群れから離れることなく一生を過ごします。

○オスは４～５歳になると産まれた群れを離れ、よその群れに入ります。

○日中に活動し夜間は活動しません。

○日常で出来る対策は、畑に捨てられた野菜、落穂や二番穂、収穫しない柿などの果樹を放置しない

ようにすることが必要です。

○電気柵での防除や花火やエアガンで追い払うことによって、サルにとって集落が居心地の悪い所だ

と思わせることが必要です。

○群れでの出没被害は集落のみなさんが協力して対策することが重要です。

○沢田に出没している群れを追跡調査したところ、山口県錦町～亀原～朝倉～蓼野など広範囲に出没

していることがわかりました。

○蓼野ではこの群れ以外に、２群れも確認しています。

ニホンザル 落穂を食べに来た群れ。追い払い居心地の悪い場所にする
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扶養控除等に関する具体的な誤り事例のご紹介について

　所得税の源泉徴収事務につきましては、日ごろから深いご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げま

す。現在、広島国税局では、年末調整の際の「扶養控除等に関する誤りの未然防止への取組」を実施

しているところです。

　「よくある誤り事例」について、以下のとおりご紹介しますので、年末調整の時期には今一度、ご

自分の扶養控除等の申告内容について見直ししていただきますようお願いします。

ケース１：子供や両親に係る扶養控除の誤り

①３月まで扶養していた息子が４月に就職したが、扶養控除等申告書の異動届を提出していな

かった（所得超過）。

②両親に年金収入があったが見積りを誤っていた（所得超過）。

【ポイント】扶養控除の対象となるには？（※平成２９9 年分）

≪対象者≫年齢１６歳以上の方（平成１４年１月１日以前に生まれた方）

≪給与等の収入限度額≫年間１０３万円以下

≪年金の収入限度額≫➡両親の生年月日が

　ⅰ　昭和２８年１月２日以後に生まれた方（６５歳未満）・・・１０８万円以下

　ⅱ　昭和２８年１月１日以前に生まれた方（６５歳以上）・・・１５８万円以下

ケース２：特定扶養親族に係る扶養控除の誤り

①生年月日を誤って特定扶養としていた（例：Ｈ７.1.1 生まれの者を特定扶養にしていた）（特

定扶養親族非該当）。

②大学生の子供に、103万円を超えるアルバイトによる給与収入があった（所得超過）。

【ポイント】特定扶養親族とは？（※平成 29 年分）

➡控除対象扶養親族のうち、年齢 19 歳以上 23 未満の者（例：平成 29 年分であれば、

生年月日が平成７年１月２日から平成 11 年１月１日まで）をいい、１人当たり 25 万

円の控除の割り増しがある。

ケース３：配偶者に係る扶養控除（配偶者控除）の誤り

○配偶者の年間の給与収入が 103万円を超えていた（所得超過）。

【ポイント】配偶者に係る控除について

①配偶者控除

➡パート等の給与等の収入の場合、年間 103 万円以下

②配偶者特別控除

➡パート等の給与等の収入の場合、年間 103 万円超～ 141 万円未満

　（所得金額が 38 万円超～ 76 万円未満）

問い合わせ先

益田税務署　☎　０８５６－２２－０４４４

お知らせ
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ＵＢＥビエンナーレ　受賞作品紹介

作品名　アフターアップル　

　　　　The　after　apple

大きさ　H240 × W280 × D280cm　

　　　　1,700kg

素　材　木材、鉄、土

　　　　植物、塗料

お知らせ

U B E  B I E N N A L E
The27th

受賞コメント

　今回吉賀町から賞を頂きました、ありがとうございます。この町の

ご出身である澄川先生とは違う方法ですが、木の特性を生かした作品

を作っています。それを認めてもらったことは、これからの彫刻制作

の大変励みになります。また、吉賀町にも伺って、町の皆さんと交流

を持ちたいと思っています。その時は宜しくお願いします。

作品コンセプト

　りんごの芯の彫刻は、食べられてしまった

後の姿として心もとなく映るかもしれない

が、芯の周りのなくなった部分のエネルギー

は、食べた私たちの一部になっている、と見

ることもできる。食べる行為は空間を作るこ

とを目的としないが、その跡は、生に転換し

た証であり、充実した空間とも言えるだろう。

ここでは、その削がれた空間の構築（彫刻の

作り方）に、建築的な方法を用いてみる。食

べ終えた芯を柱にし、内部は板を張って、床

から柱そして天井を一体として作る。結果、

丸まった縁側のような開放された空間が現

れ、そこは人が寛ぐ場所ともなる。芯の内側

は地面と繋がっていて、屋根に降った雨を集

めて植物が育つ。

（子ども用説明）

食べ終わったリンゴの彫刻です。日本に生え

ているスギやヒノキを薄い板にして、それを

曲げて作っています。水に強いスギはリンゴ

の皮の部分、ねばりがあって割れにくいヒノ

キで内側が出来ています。作品に近づくと、

木が迫ってくるような感じがしたり、吸い込

まれそうな感じがするかもしれない。作者は

それを目指して作りました。どんな感じがし

たかまた教えてくださいね。あと、リサイク

ルの考え方を広げる意味も考えました。食べ

終えたリンゴを肥料にするのとは、別の方法

を考えてみたわけです。

活動歴

個展 （主なもの）

1991 「地面に跡を残す」 かねこあーと G１（東京）

1994 「GARDEN」 ギャラリー＋１（東京）「ブロンズ小品展」 スペース展（東京 )

1996 「泉の器」 ギャラリー那由他（横浜）、アートプッシュピン (静岡 )

         「habit-habitat」 CAC ギャラリー（東京）

1997 「道のりと目的」 松明堂ホール（東京）

1998 「羊水浴」 ガレリヴォワイヤン（静岡）、ガレリアグラフィカ bis（東京 )

2000 「生まれ出るところ」 プラスマイナスギャラリー（東京 )

2003 「風景に流してしまうもの」 ミクストメディア（静岡 )

2004 「アダムの着衣」 元麻布ギャラリー（東京）

　　　「私を連れて行って」 ギャラリーユイット（東京 )

2005 「庭の高さ」 プッシュピンギャラリー（静岡 )

2006 「room」 現代ハイツギャラリー伝（東京 )

2007 「脱衣室」 シャギードッグギャラリー（東京）「粒子の向こう側」 帝塚山画廊（大阪 )

2008 「納屋」 ギャラリーユイット（東京）「BUS STOP」 

　　　マキイマサルファインアーツ（東京）

2010 「荒野へ」 路地と人（東京）

2012 「牛と物語の大きさ」 RYU Gallery（富士宮）

2013 「botanicow」 金座ボタニカ（静岡）

2014 「富士景」マキイマサルファインアーツ

　　　「ポテトチップス／マン」現代ハイツギャラリー伝

2015 「チョウコクノモリ／チョウコクノヒロバ」

           静岡カントリー浜岡コース＆ホテル・カルチャーフロア（浜岡）

グループ展 など（主なもの）

1997 神奈川アートアニュアル '97「明日への作家たち」

　　　神奈川県民ホールギャラリー（神奈川 )

2007「メキシコ .日本交流彫刻展」 MACY（ユカタン州メリダ）

2008 「日本の微熱」高島屋美術画廊（東京） （2010 年も出品）

         「THE LIBRARY」＋「この場所で」 静岡アートギャラリー（静岡）

2010 「THE LIBRARY」 足利市美術館（栃木）

2013 「あいちトリエンナーレ 2013 キッズトリエンナーレ」で

　　　　　　　　　　　　　　　ワークショップ [私の心が雲に乗る ]（愛知）

2015 「めぐるりアート静岡」静岡県立美術館

      「神戸ビエンナーレ アートインコンテナ国際展」 準大賞受賞（兵庫）

　　　（2009,2011 年も出品）

2017  「第 27 回 UBE ビエンナーレ（現代日本彫刻展）」

　　　島根県吉賀町賞受賞、市民賞（緑と花と彫刻の博物館賞）受賞（山口）

1966 静岡市生まれ

1991 武蔵野美術大学彫刻学科卒業

1996-2003 同大学非常勤講師

1999 静岡県立美術館非常勤嘱託員 実技室

の企画、運営を担当（単年度）

石上　和弘
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グラントワ
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保健福祉だより

忘年会、 新年会に向けて ･･･　食品ロス削減

　消費者庁より「食品ロス削減」に向けて、日ごろの生活の中のちょっとした心がけで食品ロ

スを減らせる取り組みの紹介があります。吉賀町食育推進計画においても『食を通して感謝の

心の育成』に取り組んでいます。忘年会、新年会と宴会シーズンが続きます。職場で、仲間で

３０１０運動取り組んでみてはいかがでしょうか？
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い
伝
え
が
あ
り
、
そ
の
風
習
は
い
ま
な
お
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
よ
う
で
す
。
予
防
に
は
こ
ま
め
な
手

洗
い
と
う
が
い
を
実
行
し
、
体
調
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
11
月
は
「
赤
子
ぐ
ろ
」
「
蓼
野
愛

宕
神
社
」
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
12

月
は
、
「
有
飯
の
し
だ
れ
桜
」
「
柿
木
温
泉

は
と
の
湯
」
「
む
い
か
い
ち
温
泉
ゆ
ら
ら
」

「
野
外
彫
刻
（
澄
川
喜
一
作
品
）
」
「
蔵
木　

カ
タ
ク
リ
の
里
」
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
の
御
礼
】

　

10
月
21
日
よ
り
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・

フ
ェ
ア
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
初
日

は
お
ん
が
く
紙
芝
居
と
し
て
、
菊
地
信
司

（
福
川
）
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演
奏
と
ぽ
ん
ぽ

こ
り
ん
さ
ん
の
紙
芝
居
を
一
緒
に
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
約
70
名
の
方
々
に

お
い
で
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
古
本
市
で
は
、
た
く

さ
ん
の
本
を
並
べ
お
買
い
求
め
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
本
市
で
の
収
益

金
は
、
図
書
購
入
の
費
用
に
い
た
し
ま
す
。

図
書
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図書館だより

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

　 吉賀町立図書館
 [ １２月のみたい号巡回日 ]
七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　　２６日
柿木・木部谷・六日市保育所　　　　　　２７日
柿木小学校　　５・１９日　柿木中学校　１９日
蔵木小学校　　６・２０日　蔵木中学校　２０日
七日市小学校　７・２１日　吉賀中学校　２１日
朝倉小学校　　　　　８日　六日市小学校１４日
＊都合により日程変更の場合があります。
[図書館の休館日 ]
毎月曜日と祝日は休館です。
年末・年始の休館日は下記の通りです。
12/28（木）～ 1/5（金）まで
[図書返却について ]
柿木、七日市、朝倉、蔵木地区の方は公民館に
返却箱やポストがありますのでご利用下さい。
[お知らせ ]
図書館の休館中は、玄関横の返却口をご利用下さ
い。
開館時間　９：００～１７：００
電話　７７－１８５０
島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

　　《図書館利用状況１０月》

　●貸出総数　４２４０冊

　●貸出人数　　５６３人

　●来館者数　　９４５人

《ベスト・リーダー！１０月》

「盤上の向日葵」 　　　　　 　柚月　裕子　著

「暗闇のアリア」　　　　　　　真保　裕一　著

「声なき叫び」　　　　　　　　小杉　健治　著

「ランニング・ワイルド」　　　堂場　瞬一　著

「　国　士　」　　　　　　　　楡　　周平　著

島
根
県
立
図
書
館
の
本
の
紹
介

　

図
書
の
本
の
入
れ
替
え
を
し
ま
し
た
。
図
書
室
に
来
て
す
て
き
な
本
と
出

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
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吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

先
月
の
「
め
た
せ
こ
い
や
」
で
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
が
、
10
月
14
日
に
第
２
回

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
18
組
29
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

支
援
室
は
、
サ
ク
ラ
マ
ス
交
流
セ
ン

タ
ー
で
セ
ン
タ
ー
や
公
設
塾
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
の

生
活
の
様
子
に
つ
い
て
は
支
援
室
職
員
だ

け
で
な
く
セ
ン
タ
ー
生
に
も
説
明
に
加

わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
入
所

生
の
生
の
声
に
参
加
者
も
興
味
津
々
の
様

子
で
し
た
。

　

引
き
続
い
て
の
公
設
塾
の
説
明
で
は
、

県
外
町
外
生
徒
・
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

町
内
の
方
々
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
塾
の
学
習
の
様
子
の
分
か
る
写
真
等

を
活
用
し
て
現
在
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と

第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機

会
を
利
用
し
て
、

吉
賀
高
校
だ
け
で

な
く
支
援
室
も
吉

賀
町
や
吉
賀
高
校

の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

親
子
de
逃
走
中
～
吉
賀
町
バ
ー
ジ
ョ
ン
～
開
催

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

～
「
ふ
る
さ
と
で
の
学
び
や
体
験
を
も
と
に
、

い
つ
の
日
か
ふ
る
さ
と
吉
賀
町
の
将
来
を
支
え

る
人
材
（
人
財
）
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
～

　

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
向

け
て
、
吉
賀
町
の
良
さ
を
親
子
で
楽
し
み
な

が
ら
感
じ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
親

子
de
サ
ク
ラ
マ
ス
デ
ー
」
の
第
２
弾
と
し
て
、

10
月
９
日
（
月
）
真
田
の
「
よ
し
か
み
ら
い
」

に
て
「
親
子
de
逃
走
中
～
吉
賀
町
バ
ー
ジ
ョ

ン
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
半
は
、
吉
賀

町
に
関
わ
る
ク
イ
ズ
に
答
え
る
「
ク
イ
ズ
ス

テ
ー
ジ
」
、
親
子
や
友
だ
ち
と
で
協
力
し
な

が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
「
走
り
ぬ
け
ス
テ
ー

ジ
」
、
大
人
が
子
ど
も
を
救
出
す
る
「
子
ど

も
救
出
ス
テ
ー
ジ
」
、
子
ど
も
が
大
人
を
救

出
す
る
「
大
人
救
出
ス
テ
ー
ジ
」
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
に
ハ
ン
タ
ー

が
配
置
さ
れ
、
参
加
者
は
ハ
ン
タ
ー
の
追
跡

か
ら
逃
れ
な
が
ら
、
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
流

ジ
ョ
ン
～
』
を
通
し
、
36
名
の
親
子
が
絆
を

深
め
な
が
ら
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
ハ
ン
タ
ー
役
」
と
し
て
、
六
日

市
学
園
の
学
園
生
と
紫
逅
倶
楽
部
の
メ
ン

バ
ー
が
、
ス
ー
ツ
姿
に
サ
ン
グ
ラ
ス
と
い
う

本
物
さ
な
が
ら
の
ハ
ン
タ
ー
姿
に
扮
し
て
、

逃
走
中
～
吉
賀
町
バ
ー
ジ
ョ
ン
～
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

派
遣
社
会
教
育
主
事　

水
上　

真
悟

し
、
協
力
し
合
い
、
全

ス
テ
ー
ジ
ク
リ
ア
を
目

指
し
ま
し
た
。
後
半

は
、
「
全
ハ
ン
タ
ー
19

名
Ｖ
Ｓ
全
参
加
者
」
の

お
に
ご
っ
こ
を
し
ま
し

た
。
み
ん
な
、
設
定
時

間
を
逃
げ
切
ろ
う
と
最

後
ま
で
一
生
懸
命
走
り

ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
『
親
子
de
逃

走
中
～
吉
賀
町
バ
ー

サクラマス

吉
賀
高
校
の
魅
力
と
は
？
～
そ
の
１
～

　

今
月
号
か
ら
「
吉
賀
高
校
の
魅
力
」
に

つ
い
て
昨
年
度
末
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

　

左
の
図
は
、
小
学
５
年
生
～
高
校
３
年

生
ま
で
を
対
象
に
し
て
吉
賀
高
校
は
魅
力

が
あ
る
と
思
う
か
に
つ
い
て
質
問
し
た
結

果
で
す
。
小
・
中
学
生
の
約
６
割
、
高
校

生
に
つ
い
て
は
８
割
以
上
の
生
徒
さ
ん
が

魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

理
由
と
し
て
多
か
っ
た
の
は
、
「
地
域

の
方
々
と
交
流

す
る
機
会
や
行

事
が
多
い
」「
先

生
が
一
人
ひ
と

り
に
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
る
」

で
し
た
。
地
域

と
の
連
携
・
小

規
模
校
な
ら
で

は
の
取
組
が
評

価
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

（
子
ど
も
）

○
み
ん
な
と
楽
し
め

て
、
い
っ
ぱ
い
汗
を
か

け
て
良
か
っ
た
で
す
。

○
最
初
に
ハ
ン
タ
ー
が

い
っ
ぱ
い
で
ド
キ
ド
キ

し
た
け
ど
、
や
っ
て
み

る
と
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
や
り
た
い
で
す
。

（
大
人
）

○
親
子
で
楽
し
め
る
と
て
も
良
い
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。
ま
た
、
普
段
話
す
こ
と
の
出
来
な

い
他
校
の
子
ど
も
た
ち
と
も
交
流
で
き
、
い

い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
来
年

も
参
加
し
た
い
で
す
。

○
久
し
ぶ
り
に
全
力
で
走
っ
た
の
で
疲
れ
ま

し
た
が
、
い
い
汗
を
か
け
た
と
思
い
ま
す
。

親
子
で
一
緒
に
全
力
で
走
る
こ
と
が
無
い
の

で
、
本
当
に
い
い
機
会
で
し
た
。
ハ
ン
タ
ー

が
リ
ア
ル
す
ぎ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。

　

親
子
で
一
緒
に
「
楽
し
い
」
を
体
感
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
の
心
に
素
敵
な
思
い
出
が

た
く
さ
ん
積
も
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
３
弾
の
親
子
de
サ
ク
ラ
マ
ス
デ
ー
は
、

「
親
子
de
竹
灯と

う
ろ
う篭

作
り
体
験
講
座
」
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
近
く
な
り
ま
し
た
ら
チ
ラ
シ

で
ご
案
内
し
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
等
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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できごと・話題

　

10
月
７
日
（
土
）
、
第
４
回
よ
し
か
立

志
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
に
本
社
を
置
く
、
複

合
切
削
加
工
、
精
密
切
削
加
工
野
専
門
企

業
「
株
式
会
社
エ
ム
テ
ッ
ク
」
代
表
取
締

役　

松ま
つ
き木

徹と
お
るさ

ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、

「
創
造+

貢
献=

信
頼
」
と
題
し
、
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
社
は
、
日
立
製
作
所
の
下
請
け
と
し
て
、

自
動
車
部
品
の
量
産
を
主
に
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
他
者
と
の
競
合
を
避
け
付
加
価

値
で
勝
負
す
る
た
め
に
、
試
作
品
や
小

ロ
ッ
ト
の
方
向
へ
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

社
内
対
応
で
き
な
い
案
件
が
増
え
、
外
注

費
が
か
さ
む
だ
け
で
な
く
外
注
で
も
対
応

で
き
な
い
案
件
も
発
生
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
外
注
で
も
対
応
で
き
な
い
案
件
を
自

社
で
行
え
ば
一
人
勝
ち
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
開
発
型
の
企
業

あ
す
の
「
よ
し
か
経
済
」
を
担
う

第
３
期
よ
し
か
立
志
塾

　
　
　
　
　

第
４
回
講
座
開
催
！

へ
と
変
化
し

て
い
き
ま
し

た
。

　

国
の
研
究

機
関
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
新

技
術
を
開
発
し
ま
し
た
が
、
技
術
が
最
先

端
過
ぎ
た
た
め
、
ど
う
売
っ
て
い
け
ば
い

い
か
が
見
え
て
こ
な
い
状
況
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
に
販
路
を

見
出
し
、
ド
イ
ツ
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
受
注
に
つ
な
げ
、
欧
州
で
の
販
路

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
し
か
立
志
塾
の
姉
妹
塾
「
ひ

た
ち
立
志
塾
」
に
所
属
し
て
い
た
株
式
会

社
エ
ム
テ
ッ
ク
を
含
む
10
社
で
共
同
受
注

体
「
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
」
を
設
立
。
異
業
種
連
携

を
生
か
し
て
、
設
計
か
ら
試
作
・
量
産
ま

で
を
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
内
で
完
結
で
き
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
商
品
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

共
同
受
注
体
は
運
営
が
難
し
い
の
で
す

が
、
塾
生
同
士
と
い
う
気
心
の
知
れ
た
仲

だ
か
ら
こ
そ
、
成
立
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

業
態
の
転
換
、
欧
米
へ
の
販
路
開
拓
、
共

同
受
注
体
の
設
立
な
ど
様
々
な
取
組
み
を

行
っ
て
き
た
松
木
さ
ん
で
す
が
、
「
経
営

者
と
し
て
妥
協
せ
ず
に
本
気
で
が
ん
ば
る

こ
と
」が
大
切
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　★

キ
ー
ワ
ー
ド
「
よ
し
か
立
志
塾
」

よ
し
か
立
志
塾
は
、
明
日
の
ま
ち
を
支

え
る
経
済
人
の
志
の
高
揚
と
、
講
師
陣

や
塾
生
同
士
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、
第
３
期
生
（
平
成
28
年
・
29
年
度
）

の
２
年
間
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
連
合

会
、
島
根
県
青
色
申
告
会
連
合
会
及
び
一

般
社
団
法
人
島
根
県
法
人
会
連
合
会
で

は
、
県
内
の
小
学
６
年
生
（
複
式
学
級
に

つ
い
て
は
、
５
年
生
を
含
み
ま
す
。
）
を

対
象
に
「
暮
ら
し
を
支
え
る
身
近
な
公
共

施
設
」
な
ど
を
題
材
に
し
た
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県

内
１
６
４
校
か
ら
４
，
５
７
２
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

吉
賀
町
か
ら
は
、
３
校
か
ら
28
点
の
応

募
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
３
点
が
入
賞
し

ま
し
た
。

税
に
関
す
る

　
　

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

受
賞
者
の
お
知
ら
せ

講師の松木徹氏

河野歩羅さんの作品中村泰征さんの作品深川大慈さんの作品

賞 学校 学　年 氏　名

益田地区租税教育推進協議会

代表幹事賞
七日市 ６年 河野歩羅さん

吉賀町教育長賞 六日市 ６年 中村泰征さん

公益社団法人益田法人会

吉賀支部長賞
六日市 ６年 深川大慈さん
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
寄
稿
》

　
　
　
　

百
才
体
操

沖
永　

愛
子

　

百
才
体
操
と
云
う
事
業
が
企
画
さ
れ
て
、
朝
倉
地
区
に

も
教
室
が
出
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
百
才
と
云
う
名
に
引

か
れ
出
掛
け
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
、
所
が
此
の
歳
に

成
る
と
中
々
手
恐
い
、
第
一
、
朝
其
の
気
に
な
る
の
に
随

分
勇
気
が
い
り
ま
す
、
友
に
誘
い
に
力
を
貰
い
「
ヨ
シ
ッ
」

と
、
気
合
い
を
入
れ
て
立
ち
上
る
。

　

体
操
は
「
ナ
ー
ン
ダ
」
と
、
云
う
程
簡
単
に
思
え
ま
し

た
が
、
帰
っ
て
か
ら
の
軽
い
疲
れ
に
其
の
効
果
を
感
じ
ま

す
、
「
続
け
る
事
こ
そ
意
義
が
あ
る
」
と
、
分
っ
て
は
い

て
も
、
朝
に
な
る
と
身
体
が
愚
図
る
ん
で
す
、
私
に
と
っ

て
此
の
心
の
葛
藤
に
勝
つ
の
も
、
一
つ
の
訓
練
だ
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。

　

遠
く
に
思
え
た
道
程
も
い
つ
し
か
此
処
迄
来
て
い
ま
し

た
、
昔
だ
っ
た
ら
姥
捨
山
に
捨
て
ら
れ
て
も
仕
方
の
な
い

体
に
な
り
ま
し
た
。

　

色
々
激
動
時
代
を
歩
む
こ
と
に
は
成
り
ま
し
た
が
、
今

私
は
「
百
才
迄
も
元
気
で
生
き
ら
れ
る
様
に
」
と
後
押
し

の
有
る
倖
時
代
を
生
き
て
居
り
ま
す
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

企
画
、
指
導
、
世
話
、
と
、
年
寄
を
抱
え
て
の
仕
事
は

何
か
と
忍
耐
の
い
る
大
変
な
お
仕
事
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

岩
本
晋
之
介
く
ん
（
六
日
市
中
２

年.
13
歳
）
は
10
月
に
２
つ
の
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
10
月
31
日
か
ら
博
多

の
森
テ
ニ
ス
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｕ

15
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
」
で
は
、
初
戦
第
２
シ
ー
ド
選
手
に
３

-

６
、
５-

７
で
負
け
ま
し
た
。
15
歳
以
下

は
高
校
１
年
早
生
以
下
な
の
で
少
し
体
格

差
を
感
じ
ま
し
た
。
も
う
１
つ
は
10
月
13

日
か
ら
「
Ｕ
13
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス
大
会
」
が
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
、
こ
れ

も
初
戦
第
２
シ
ー
ド
選
手
（
優
勝
者
）
に

４-

６
、
１-

６
で
負
け
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
・
全
国
大
会
の
報
告

できごと・話題

　

ま
た
頑
張
っ
て
練
習
し

て
再
び
全
国
大
会
の
舞
台

に
上
が
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
吉
賀
町
真
田
グ
ラ

ウ
ン
ド[

よ
し
か
み
ら
い]

で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
２
周
年
記
念
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
小
川
恵
子
先
生
に

よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
、

選
手
・
保
護
者
・
ス
タ
ッ
フ
が
体

を
温
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鹿
足

郡
内
の
小
学
生
・
約
50
名
が
集

い
、
サ
ッ
カ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。
交
流
試
合
を
行
い

児
童
は
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
ふ
れ

あ
い
ま
し
た
。
同
時
に
郡
内
の
幼

児
を
対
象
に
紫
逅
倶
楽
部
に
よ
る

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
も
行
わ
れ
、
約

40
名
の
幼
児
が
社
会
人
、
吉
賀
高

校
サ
ッ
カ
ー
部
員
と
一
緒
に
体
を

動
か
し
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
終
了
後
は
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
グ
ッ
ズ
抽
選

真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
『
よ
し
か
み
ら
い
』

　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
２
周
年
記
念
事
業
開
催

会
、
そ
ろ
ば
ん
太
郎
路
上
ラ
イ
ブ
、

地
元
業
者
に
よ
る
昼
食
を
い
た
だ

き
、
白
谷
神
楽
社
中
の
公
演
を
観

覧
し
ま
し
た
。
体
も
心
も
お
腹
も

満
足
の
一
日
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
社
会
人
に
よ

る
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
中
高
一

貫
指
導
事
業
を
行
い
多
世
代
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
祝
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
中
、
一
日

を
通
し
約
２
５
０
名
の
参
加
者
で

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
２
周
年
を
盛
大
に

迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
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《
短
歌
》

バ
ラ
の
花
年
に
何
度
と
咲
い
て
く
れ

　
　

時
雨
の
今
日
も
微
笑
み
お
り
て　
　
　

川
口　

敦
子

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

秋
う
ら
ら
知
ら
な
い
町
を
歩
き
た
し　
　
　

山
崎
美
智
子

御
座
敷
の
古
き
を
崇
め
庭
紅
葉　
　
　
　
　

河
野　

由
希

地
蔵
の
掌
溢
る
る
ほ
ど
に
団
栗
を　
　
　
　

茅
原　

久
子

お
天
気
は
小
五
郎
山
の
霧
具
合　
　
　
　
　

大
場　

博
明

鰐
淵
寺
山
門
わ
き
の
通
草
か
な　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

学
校
の
手
す
り
に
稲
干
す
子
供
ら
よ　
　
　

村
田　

綾
美

野
分
晴
安
永
翁
の
歌
集
読
む　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

今
一
度
墓
振
り
仰
ぐ
秋
日
傘　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

孫
と
手
を
つ
な
ぎ
稲
か
ぶ
ふ
み
あ
そ
び　
　

三
浦
知
恵
美

ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

同
窓
会
昔
も
今
も
青
春
だ　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

真
に
受
け
て
悩
み
苦
し
む
マ
ダ
ラ
ボ
ケ　
　

長
藤　

忠
夫

な
や
み
ご
と
時
と
場
合
で
時
節
ま
つ　
　
　

大
庭　

寛

悩
ま
し
い
姿
は
昔
今
あ
ぐ
ら　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

悩
み
あ
る
物
忘
れ
し
て
呆
れ
ま
す　
　
　
　

田
村　

民
子

顔
の
皺
今
頃
悩
む
お
そ
過
ぎ
る　
　
　
　
　

増
田
ム
ナ
コ

死
ぬ
ま
で
は
悩
み
ご
と
へ
が
な
く
な
ら
ず　

安
永　

藤
子

立
ち
話
悩
む
会
話
も
選
挙
選　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

世
界
中
核
の
行
方
が
悩
み
種　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

修
理
か
所
あ
ち
こ
ち
出
て
来
悩
ま
れ
る　
　

斎
藤　

絹
子

選
挙
に
は
悩
ん
で
決
め
た
こ
の
人
に　
　
　

大
庭　

和
子

ス
ー
パ
ー
で
外
国
産
を
見
て
悩
む　
　
　
　

水
上　

健
二

一
瞬
は
悩
み
明
日
は
も
う
忘
れ　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

悩
み
ま
す
ど
れ
に
し
よ
う
か
悩
み
ま
す　
　

皆
田　

卓
宣

秋
の
食
体
重
計
見
て
悩
む
日
　々
　
　
　
　

池
岡
か
よ
こ

悩
み
毎
ア
ル
コ
ー
ル
浴
び
リ
セ
ッ
ト
じ　
　

折
口　

篤
志

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
欲
す
す
み
悩
む
妻　
　
　
　

山
吹　

薫

気
ま
ぐ
れ
の
天
気
で
悩
む
今
日
の
服　
　
　

折
口　

沙
羅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
10
月
届
出
）

　
　

野
田　

月
葉
（
つ
き
は
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

拓
茉
・
梨
奈
さ
ん
の
子　
　

七
日
市

　
　

永
安　

里
（
さ
と
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

誠
・
祥
子
さ
ん
の
子　
　
　

柿
木

　
　

村
上　

結
望
（
ゆ
い
の
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

大
輔
・
明
日
可
さ
ん
の
子　

柿
木

　
　

永
見　

湊
人
（
み
な
と
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

一
樹
・
奈
美
さ
ん
の
子　
　

沢
田

　
　

村
上　

陽
介
（
よ
う
す
け
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

幸
大
・
早
紀
さ
ん
の
子　
　

蔵
木

　
　

澄
川　

一
歩
輝
（
い
ぶ
き
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

一
浩
・
佳
子
さ
ん
の
子　
　

有
飯

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
10
月
届
出
）

　
　

田
中　

一
子　
　

さ
ん　

92
歳　
　
　

木
部
谷

　
　

山
根　

昭
三　
　

さ
ん　

89
歳　
　
　

樋
口

　
　

柿
永　

美
江　
　

さ
ん　

93
歳　
　
　

大
野
原

　
　

師
井　

知
德　
　

さ
ん　

85
歳　
　
　

上
高
尻

　
　

田　

里
美　
　

さ
ん　

70
歳　
　
　

福
川

　
　

川
上　

政
子　
　

さ
ん　

74
歳　
　
　

木
部
谷

　
　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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6 ：00  

●植松努講演会

6 ：00  

●ＣＡＴＶ情報

　ネットしまね 

　12月号

6 ：00 

●ニュースサン

　ネット

6：00  

●グラントワ　

　チャンネル

　12月号 

7：00 

●お天気てるてる

　情報 Vol.29

6：00 

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.21 

7：00 

●ちょい旅きぶん 

　11月号

6 ：00  

●歴博ＮＥＷＳ 

　12月号 

7：00 

●元気な田舎へ

　Go！【雲南市

　三刀屋地区】

6 ：00 

●LOOKING 　

　FOR アクアス

　11月号 

7：00 

●釣り天国！石見 

　11月号

日 土金木月 水火

6 ：00 

●ニュースサン

　ネット

2

6 ：00  

●つわの太鼓20

　周年記念公演

1

6 ：00 

●ニュースサン

　ネット

9

6：00 

●第68回 近県

　学校音楽大会

8

6：00 

●ＮＨＫエン　

　タープライズ

　制作番組

7

6 ：00  

●さんべ発サヒ

　メルnavi 

　 11月号 

7：00 

●元気な田舎へ

　Go！【雲南市

　三刀屋地区】

6

6 ：00 

●LOOKING 　

　FOR アクアス

　11月号 

7：00 

●釣り天国！石見 

　11月号

5

6：00  

●ニュースサン

　ネット月間総

　集編 11月放

　送分

4

6 ：00 

●ニュースサン　 

　ネット

3

6 ：00 

●ニュースサン

　ネット

16

6 ：00 

●集落と農業を

　次の世代につ

　なぎたい 

   ～津和野町

  「(農)おくがの   

   村」の30年～ 

15

6 ：00  

●美しい森林づ

　くり講演会

 「日本の植物の

　多様性」

14

6：00 

●ますますおい

　しい 

　12月放送分 

7：00

●うらうらとゆく

　第26回

13

6：00  

●グラントワ　

　チャンネル

　12月号 

7：00 

●お天気てるてる

　情報 Vol.29

12

6：00 

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.21 

7：00 

●ちょい旅きぶん 

　11月号

11

6 ：00 

●ニュースサン

　ネット

10

6 ：00  

●つわの太鼓20

　周年記念公演

18

6 ：00 

●ニュースサン

　ネット

17

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

ケーブルセンター窓口受付時間今月のおすすめ番組

特

121212

212019

6 ：00 

●ニュースサン

　ネット

2322

2524

再

26

まちかどメッセージ募集中！

再

再

ニュースサンネット年間総集編 

【放送時間】10：00～ 15：00～ 20：00～

27日　【1月～3月】 

28日　【4月～5月】

29日　【6月～7月】

30日　【8月～10月】

31日　【11月～12月】　                　

再

27 ～ 31

再

再

再再

再

特

特

特

特

特

2017
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送      …再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

録画機能付きＳＴＢ受付中 !

詳しくはサンネットにちはらまで！

　サンネットにちはらでは、鹿足郡内

の四季折々の風景を番組が放送されて

いない時間帯にデータ放送とともにお

送りしています。

　みなさんのお住まいの地域で放送し

てほしい景色・風景などありましたら

ぜひサンネットにちはらまでお寄せく

ださい。

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

つわの太鼓２０周年記念公演

10月22日に津和野体育館でおこなわれた「つわの太鼓

２０周年記念公演」の模様をお送りします。

【初回放送】 12月  1日　6：00～（3時間毎）

【再放送】　 12月18日　6：00～（3時間毎）


